
第４回事例研究 

「自治体現場の最前線に学ぶ」 

 

 

 

～株式会社への保育園運営委託の検証～ 

 

１．講  師  島田 勉さん：三鷹市健康福祉部子育て支援室長 
 

２．対 象 者  市町村職員で希望するもの  定員２００名 

 

３．実 施 日  平成１４年１１月２０日（水）  午後２時～４時まで 

 

４．会 場  （財）大阪府市町村振興協会マッセ OSAKA５階映像研修広場 

 

５．内  容 

三鷹市は住民と行政とのパートナーシップに基づき策定した総合計画をもとに､様々な

改革に取り組んでいます。先頃発表された日本経済新聞社と日経産業消費研究所の実施し

た第３回行政サービス調査（対象：全国６７５市と東京２３区）で、改革度ランキングが

全国１位の評価を得ています。（サービス度ランキングは全国２位。）この改革の象徴的な

取り組みとして、保育園の運営を株式会社に委託したことがあげられます。 

三鷹市では公立幼稚園の段階的廃園を決め､廃園後の施設活用については、保育園を中心

として、幅広い子育て支援施設への転用を視野に入れ、検討されています。その具体化の

第１号として、平成１３年４月に東台保育園が株式会社に運営委託されました。また、平

成１４年４月からは第２号として､三鷹駅前保育園が社会福祉法人に運営委託されました。 
今回の講演では、公立保育園の運営委託した経緯やその方法､１年を経過しての評価など

のお話をいただき、これからの保育園運営について考えます。 

 

６．申込み方法 

         お申込みは各市町村研修担当課にお願いします。 

 

（担当：マッセＯＳＡＫＡ研究課） 


